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アラベスク ハ長調 Op.18
Arabeske C-Dur Op.18

ピアノ・ソナタ第1番 嬰ヘ短調 Op.11
Sonate für Klavier Nr.1 fis-Moll Op.11

シューマン  Schumann

即興曲第1番 変イ長調 Op.29
Impromptu No.1 en la bémol majeur Op.29

即興曲第2番 嬰へ長調 Op.36 
Impromptu No.2 en fa dièse majeur Op.36

即興曲第3番 変ト長調 Op.51
Impromptu No.3 en sol bémol majeur Op.51

幻想即興曲 嬰ハ短調 Op.66 
Fantaisie-impromptu en ut dièse mineur Op.66

ショパン  Chopin

高雅で感傷的なワルツ
Valses nobles et sentimentales

ラ・ヴァルス
La valse

ラヴェル  Ravel

12.17
2021 [FRI]

Friday 17 December 2021 
19:00 TOPPAN HALL

19:00 開演
トッパンホール

全席指定
6,000円／学生3,000円
選べる3公演セット券

※詳細は裏面をご覧ください

piano



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

写真©Marco Borggreve
2021.8 Ⅰ

J.S.バッハ：平均律クラヴィーア曲集第1巻 BWV846～869

一般 5,500円 ／ 学生 2,500円 特別協賛：株式会社竹中工務店

特別協賛：株式会社きんでん（25日公演）

11/11木
19:00

鈴木優人［チェンバロ］　J.S.Bachを弾く 1 ――平均律

ブラームス：4つのバラード Op.10
リスト：《巡礼の年 第2年イタリア》より 第7曲〈ダンテを読んで ―ソナタ風幻想曲〉
ブラームス：ピアノ・ソナタ第3番 ヘ短調 Op.5

一般 6,000円 ／ 学生 3,000円
11/24    25木水

各日19:00 ＊同一プログラム

アレクサンドル・カントロフ［ピアノ］
〈エスポワール スペシャル 17〉

ベートーヴェン：エロイカの主題による変奏曲とフーガ 変ホ長調 Op.35
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第23番 ヘ短調 Op.57《熱情》
シューベルト：ピアノ・ソナタ第21番 変ロ長調 D960一般 6,000円 ／ 学生 3,000円

11/16火
19:00

ロナルド・ブラウティハム［フォルテピアノ］

モーツァルト：2台ピアノのためのソナタ ニ長調 K448（375a）
ラフマニノフ：交響的舞曲 Op.45
ドビュッシー：白と黒で／リンダラハ
ラヴェル：ラ・ヴァルス一般 7,500円 ／ 学生 3,500円

12/15水
19:00

キリル・ゲルシュタイン＆ 藤田真央［2台ピアノ］

シューマン：アラベスク ハ長調 Op.18／ピアノ・ソナタ第1番 嬰ヘ短調 Op.11
ショパン：即興曲第1番 変イ長調 Op.29／即興曲第2番 嬰へ長調 Op.36
　　　　 即興曲第3番 変ト長調 Op.51／幻想即興曲 嬰ハ短調 Op.66
ラヴェル：高雅で感傷的なワルツ／ラ・ヴァルス一般 6,000円 ／ 学生 3,000円

12/17金
19:00

アンナ・ヴィニツカヤ［ピアノ］

特別協賛：高砂熱学工業株式会社

特別協賛：株式会社 安藤・間

トッパンホールクラブ会員特典選べる3公演セット券のご案内 ※6公演の中から3公演を、お得な価格（ゴールド会員24％割引／
　レギュラー会員12％割引）でお申し込みいただけます。クラブ同時入会可

と翳の味わいが加味された。冒頭の水の波紋や波の動きなどを強く感じる

ようになったのもこの頃からのように思う。レパートリーはけっして広く

はないが、なんでも手当たり次第に所構わず弾くというタイプではなく、

気にいった作品にじっくり取り組み、繰り返し弾いて深めていく…そんな

タイプのピアニストだ。近年はメジャーオーケストラからも引く手あまた

で、今年もペトレンコが指揮するベルリン・フィルのソリストとして、パ

リやザルツブルク、ルツェルンで演奏することになっている。人気、実力

ともにいま脂の乗った充実期に入っている時期での登場と言えよう。

　さて今回、ヴィニツカヤは、これは譲れないといってプログラムを提示

してきた。ここ数年集中的に取り組むショパンを核に、若き日から向き

合ってきたシューマンとラヴェルの諸作品。シューマンの1番のソナタな

んて、彼女にはどんな音楽にみえているのだろうか。ロシア物やブラーム

スに頼らずとも、自身の持ち味をしっかり打ち出せると自負している選曲

なのだろう。いずれにしても、豊かなピアニズムを武器に、水のゆらめき

も時に感じさせながら、作品の内奥に迫る演奏を聴かせてくれることを期

待したい。

プログラミング・ディレクター　西巻 正史

　アンナ・ヴィニツカヤのピアノに、優しい水の匂いやきらめき、静かに

寄せては返す波の音などを感じるようになったのは、いつの頃からだろ

う。もしかしたら、野性味を強く感じさせたデビュー当初から、水の動き

への共鳴はさりげなく聴こえていたのに、こちらが気づくのに時間がか

かっただけなのか…。

　今回、改めて彼女のプロフィールを目にし、私の抱いてきた勝手なイ

メージはまったく故
ゆえ

ないことではないと思った。というのも、彼女が生ま

れたノヴォロシスクは黒海ほとりの町。学生時代から北ドイツの港町ハン

ブルクに移り住み、2007年のエリザベート王妃国際音楽コンクール優勝

後、演奏活動のかたわら20代で（異例！）ハンブルク音楽演劇大学の教授

に就任、彼の地をベースに多忙な演奏活動と教授活動とを両立させてきた。

　そのヴィニツカヤ、エリザベート・コンクール優勝直後に、ここトッパ

ンホールで日本でのデビューリサイタルを飾っている。デビュー当時の彼

女は、プロコフィエフなどに抜群の冴えと得も言われぬ味わいを聴かせる

一方、強靭なテクニックに物を言わせ、時に力でねじ伏せるような粗削り

な一面もまだ見て取れた。が、第2の故郷ハンブルクゆかりのブラームス

の音楽に深く傾倒したあたりから、彼女の音楽には独特のしなやかさと光


